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失敗事例のタイトル  
	
 多層ベローズ型伸縮継手の応力腐食割れ 

一次原因（材料要素）  
	
 応力腐食割れ 

機種  
	
 伸縮継手 

部品  
	
 ベローズ 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
	
 SUS316 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 約 210℃のスチームに曝される SUS316製の 3層ベローズが、使用開始後 1ヶ月で漏洩を生じた。 

調査内容とその結果  
	
 ベローズを切り開き内部を点検した結果、食孔経由型の応力腐食割れが内部から発生していることが明らか

になった(付図)。	
  

損傷発生のシナリオ  
	
 ベローズはメーカーの方で成形後溶体化処理され、さらに、HNO3－HCl 系溶液で酸洗されており、このと
き内部に侵入し残留した Cl イオンが、210℃の高温スチーム環境下で、溶接残留応力と運転中の熱応力の作用
を受けて、短期間で応力腐食割れを生じた。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 酸洗時に酸が残留しないよう、十分な施工管理が必要である。 

教訓  
	
 酸洗時の酸の残留が、使用に際して応力腐食割れの腐食要因になる危険性のあることを、十分認識して酸洗

を実施することが必要である。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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